
令和４年度第１回消防対策審議会議事録 

 

開催日時：令和４年５月１２日（木）午前１０時～ 

開催場所：岩美町役場１階 庁議室 

出 席 者：別紙のとおり 

 

 

２ 町長あいさつ 

 

３ 会長選任 

  自治会長会代表 澤井委員を選任 

 

４ 審議事項 

（１）岩美町消防団組織体制の再編案について 

発言者 内容 

会長 ・事務局の説明を求める。 

事務局 ・資料説明（岩美町消防団の組織再編について） 

会長 ・意見質問をお願いする。 

委員 

（消防団長） 

・消防団では町の素案をもとに検討を重ねてきた。消火作業については、道路の整

備などから広域消防が鳥取市内からも駆けつけてくれており、頼っている状況。昼

間町内に勤めている団員が少なく、昼間の火災はどうしても対応が遅くなってい

る。町からの案はなかなかの案ではないかと思う。 

委員 

（消防署長） 

・常備消防としては、町の消防団員数についての意見は申しかねる。消防団の方は

仕事の傍ら、有事の際に早期に現場に駆け付けるというのは、なかなか難しいと思

っている。鳥取市においては自主防災組織が充実しており、普段から訓練をして初

期消火に当たっている。その後、常備消防や消防団が到着して対応する、という形

になっている。 

・常備消防は、道路の整備もできた中で、鳥取市内からの応援体制も充実してき

た。今後も対応が可能と思う。 

・消防団の方には、大規模災害や出水期の対応などをしていただかないといけない

ことから、多くの方に現場に来ていただいて協力を願いたいと考えている。 

委員 

（議会議長） 

・定数を減らすということについては、議会の方でも協議をしてきた。火事に対し

ては広域が充実してきているので不安は無いが、災害時にはどうかという意見は出

ている。減らすことについては今の案でよいのではないかという意見である。 

・消火栓などの整備を今まで以上にしてもらいたいと考えている。 

委員 

(議会副議長) 

・全国的に自然災害が頻発するという中で、有事の際、消防団員なら命令という形

で動かすことができるが、自主防災組織でそのようにならない。 

・消防団の現状と課題を見る中で、確保が難しいというのはわかる。岩美町の人口

から見て、団員定数の減は致し方ないと理解するが、削減の数が急激ではないかと

心配する。 



・審議会は６年ぶりの開催ということだったが、例えば３年に１回でも協議をし

て、見直しをかけるということができないか。 

事務局 ・前回の開催から期間が空いたことについて、定期的にご意見を伺うべきだったと

考えている。若い人の人口が減っているということもあり、また機械装備が老朽化

している中でもある。今後は定期的に開催して、ご意見をお伺いしたい。 

委員 

（議会議長） 

・町内事業所に勤める若い人が少ないという話があったが、役場の職員はどのくら

い消防団に入っているのか。役場の職員の協力も必要だと思う。 

事務局 ・役場の職員にも声掛けをしていきたい。 

・町内の事業所に対して、「消防団協力事業所」という制度を設け、ご協力をお願い

しているところ。今後もお願いをしていきたい。 

委員 

（婦人会） 

・資料を見ると、年間報酬が県内で一番低い。上げてもいいかなと思う。 

会長 ・その件については、事務局からの説明に、このたびの再編の機会に報酬も見直し

したいと発言があったと思う。 

委員 

（警察） 

・警察として、消防団組織のことについて発言する立場にはないことはご承知いた

だきたい。消防団には、行方不明の捜索などに協力いただいている。今後も協力関

係は続けていきたいと考えている。 

会長 ・そのほか意見質問等はないか。無いようなので以上で質疑を打ち切る。 

・町長のほうから諮問のあった、消防団の組織再編については、一部ご意見があっ

た。消火栓の整備、役場職員の率先垂範、事業所への声掛けについて検討いただく

ことを意見として付したうえで、諮問のとおりで答申することとしてよいか。 

一同 ・よい の声 

会長 ・ではそのようにする。 

・以上で議事を終わる。 

 

（２）その他 

   なし 

 

５ 閉会あいさつ（副町長） 

 

 

10：35 終了 


